
⑦受けていない（その他の理由）
健康だから・必要を感じない・
若いから 17％

忙しい・タイミングが合わない 9％
高齢だから 8％
日時が合わない 6％
行きそびれた、忘れていたから 6％
職場検診がない 6％
社会保険加入者は、市のがん検診
を受けられないと思っていた 5％

多く寄せられた意見（検診別）
胃がん バリウムが苦手
大腸がん 便秘のため日時が合わない
子宮がん 受診方法が分からない（20 代・30 代）

　特定健診やがん検診受診率が年々低下していることから、市民
の皆さんの健診受診状況やがん検診に対する要望をお聞きする
ため、９月に世帯調査・がん検診アンケートを実施しました。ご
協力ありがとうございました。調査対象者４０，１６０人のうち、
２３，３５６人の方からご回答をいただきました。（回答率58.１％）
　これらの調査の結果をお知らせします。

～健診世帯調査・がん検診アンケートの結果から～

75 歳以上

37%1

46%⑤

②1%

⑦10%⑥⑥9%1%

③2%
④

②1%
③2%

④3%

30 歳代

59%

⑦

2

1
6%

3%3%
0%

16%

⑥

⑤
④

2%③

14%

　医療機関に通院中の方
が多く、市の健診機会を
含め何らかの機会に健康
チェックされている方は
９割と高率です。
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40～74 歳 国保以外

　今回の世帯調査
・がん検診アンケ

ー

トの結果をもとに
、今後、より多く

の

方に健康診査やが
ん検診を受けてい

た

だくため、工夫や改
善をしていきます

。

皆さん、ぜひ健康
診査とがん検診を

受

けましょう。
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40～74 歳 国保

の
受診状況は

健康診査

　市や職場での健診を受
けておられる方が約７割
という結果でした。しか
し、未受診者のうち、「受
診方法がわからない」と
答えた方が 14％もおら
れました。

　過去３年間に市の健診
を１回でも受診された
方、国保加入者に加え、
国保以外の方で世帯調査
において「未受診」となっ
ている方に対し、受診券
を送付します。

対策

　市が行っている健診で
は、通院中の方も健診の
対象者とするため、約半
数の方が健診を受診して
いない現状が見えてきま
した。特に年齢で見ると
40 歳代と 50 歳代の未
受診者の割合が多い傾向
にあります。

　40 代、50 代を中心に、
受診勧奨を徹底します。
　受診者および通院中の
方について、必要に応じ
て検査結果をふまえた保
健指導を行い健康教育を
充実していきます。

　約８割の方が何らかの
機会に健康チェックをさ
れているものの、未受診
理由からは、「職場健診
の機会がない（知らな
い）」「受診機関が遠い」
等の不都合を感じておら
れる方もおられました。

　健診方法を職場などで
尋ねてもらえるよう、健
診の流れをわかりやすく
お知らせします。

受診状況をみる

　これからも引き続き医
療機関での通院や市の健
診を受け、健康管理に努
めてください。

自覚症状がないうちから定期的に
検診を受けていただく事が早期発
見につながります。

市の検診は、加入されている健康
保険に関係なく、職場で検診機会
のない方は受診できます！

がん検診を自費で
受診すると、最低
でも５千円程度は
かかりますが、市
の検診はその１割
から２割程度の負
担で済みます。

がん検診の
受診状況は

対策 対策 対策

傾　向 傾　向 傾　向 傾　向

がん検診と集団健診の同時実施、子
育て中の方が利用しやすい託児付き
乳・子宮頸がん検診を実施します。

検診料が安い 19％
わかりやすい周知 15％
他の検診と一緒に受けられる 14％
近くの医療機関で受けられる 14％
土日に受診できる 13％

受診しようと考える条件

対策

希望する検診の申込方法
電話 43％
郵送 22％
ウェブ申し込み 20％

電話での申し込みを継続し
ながら、ウェブ等の申し込
みも検討していきます。

対策

中には、「便は必ず２日続けて採らないといけない」
と誤解されている方もありました。２日続けて採取
する事が難しい場合は１日空けても可能です。

特に若い世代では、ご自分が検診対象であることの
自覚が薄いと思われる意見も多くありました。今後
は、検診対象となる方への周知方法を強化します。

健康推進課　 （２５）８０７８

特集

希望する受診日と時間帯
平日の午前 36％
土日の午前 33％
平日の午後 13％

今後も平日の午前中の検診日
とともに、集団検診では土日
の開催も確保していきます。

対策

希望する検診の周知方法
広報たかしま 48％
たかしま健康だより 27％
防災行政無線 15％
個別通知 10％

「広報たかしま」および「たか
しま健康だより」を見やすく分
かりやすい内容にします。

対策
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●グラフの項目
①市の健診を受けた
②職場健診を受けた
③人間ドックを受けた
④病院で受けた

⑤通院中
⑥受診方法がわからない
⑦受けていない
　（その他の理由）

●グラフの項目
①市の健診を受けた
②職場健診を受けた
③人間ドックを受けた
④病院で受けた

⑤通院中
⑥受診方法がわからない
⑦受けていない（その他の理由）
⑧対象でない


